
 

 

寒川町チームオレンジとは、認知症に対する正しい知識を持った認知症サポーターと町

や関係機関が連携し、地域で暮らす認知症の方々を見守り支援する仕組みのことです。 

■関係機関連絡先 
 

認知症や介護について相談したい、介護保険サービスの使い方や内容を知りたい等 

 寒川町地域包括支援センター  

☎ 72-1294［FAX］72-5552 ［住所］寒川町宮山 165 

［受付時間］8 時 30 分～17 時 ※土日祝日を除く 

 寒川町地域包括支援センター 南部相談室  

☎ 38-8258［FAX］38-7906 ［住所］寒川町一之宮 8-5-20  

［受付時間］10 時～16 時 ※土日祝日を除く 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

認知症等で行方不明になっていると思われる人を見つけた、 

道に迷って座り込んでいた高齢者を保護した等 

 茅ヶ崎警察署 生活安全課 防犯係  

☎ 82-0110 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

近所に認知症が進んでいる人がいて困っている、認知症支援事業に参加したい等 

 寒川町役場 高齢介護課  

☎ 74-1111(内線 131)［FAX］74-5613［住所］寒川町宮山 165 

［E-MAIL］kourei@town.samukawa.kanagawa.jp 

［受付時間］8 時 30 分～17 時 ※土日祝日を除く 

■認知症支援事業 
 

【認知症初期集中支援事業】 

認知症について詳しい介護･福祉等の専門職員が、認知症や認知症の疑いが

ある人の自宅に訪問し、医療･介護サービス導入等の支援を行います。 

【認知症等高齢者行方不明 SOS ネットワーク事業】 

認知症等で行方不明になった場合に備え、名前や顔写真等を事前に登録する

ことで、警察や関係機関と連携し、早期発見に繋げるための事業です。 

【認知症カフェ】 

認知症の人やその家族、地域住民が気軽に立ち寄れる人々の交流を深めるた

めの場所です。認知症や音楽療法に詳しいスタッフが運営しています。 

【認知症サポーター養成講座・ステップアップ講座】 

認知症に関する正しい知識を深めるための講座です。個人向けに年２回以

上、企業･団体向けにはご要望に応じて随時開催しています。 

詳細は町 HP へ▶ 



 

 

■チームオレンジの主な活動内容 
 

認知症の人やその家族に対する支援って具体的 

に何をすればいいの？認知症の人に声を掛けた 

としても上手に関われるか不安…。こんなふう 

に認知症の人と直接関わる自信がない場合でも、 

例えば町中で道に迷っている認知症と思われる人を見かけたら交番の警察官に伝え

る、近所に住む高齢者の認知症状が進行していて心配なので町役場に連絡する、 

それも立派なチームオレンジの活動です。日常生活の中で無理せず出来る範囲のこ

とで構いません。認知症の人もそうでない人も住みやすい町を目指しましょう。 

※活動により知り得た個人情報等の秘密は厳守して下さい。 

⑥日常生活のサポート等の出前支援 

認知症の人が日常生活を送る上で支援を必要としている場合 

状況に応じてサポートをお願いします。 

※支援依頼があった場合、登録者の中から活動者を募集します。 

②認知症で困っている人に対する情報提供 

認知症で困っている人がいたら、町が行っている認知症 

支援事業や相談先の情報提供をお願いします。 

※事業の一覧や相談窓口の連絡先は裏面に掲載しています。 

①認知症の人の見守り･声掛け 

町中で認知症と思われる人を見かけたら、さりげなく様子 

を見守り、状況に応じて優しく声を掛けたり、サポートを 

お願いします。 

④認知症関連イベントへの運営参加 

町では認知症の人やその家族、地域住民が一緒に楽しめる 

認知症カフェやイベントを開催しています。スタッフとし 

て参加してみたい方は、町役場までご連絡下さい。 

③認知症等行方不明高齢者の捜索協力 

認知症等で行方不明になってしまった人の情報が防災無線 

等で流れます。町を歩く際は周囲を気にかけたり、行方不 

明者を発見した場合は、警察や町役場までご連絡下さい。 

 【認知症の人と上手に関わるポイント】 
 

×こんな接し方は辞めよう 

・驚かせる（例：急に後ろから話しかける。） 

・急がせる（例：早口で質問をしてすぐに返答を求める。） 

・自尊心を傷つける（例：本人の主張を否定したり無視したりする。） 

〇こんなふうに接しましょう 

・まずは様子を見守り、支援の機会を探る。 

・恐怖心を与えないよう、１人で声をかける。 

・話す時は目線を合わせて、穏やかにゆっくりはっきり話す。 

・本人の話に耳を傾け、気持ちに余裕を持って接する。 

⑤外出の同行支援 

認知症の人が道に迷って自宅に戻れなくなってしまうこと 

等を防ぐため、外出先への付き添いをお願いします。 

※支援依頼があった場合、登録者の中から活動者を募集します。 


